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去
る
6
月
30
日
（
金
）
午
前
10
時
よ
り
ホ
テ

ル
白
鳥
（
松
江
市
千
鳥
町
）
に
お
い
て
、出
席
総

代
1
0
9
名
（
内
本
人
出
席
58
名
、委
任
状
に
よ

る
出
席
5
名
、
書
面
に
よ
る
出
席
46
名
）
に
よ

り
第
18
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
は
冒
頭
に
岸　

宏
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

会
長
の
挨
拶
で
開
会
、
議
事
に
移
り

ま
し
た
。

議
長
に
は
隠
岐
地
区
・
大
西
寿
春
総
代
が

選
任
さ
れ
、
以
下
の
通
り
審
議
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

□�

第
一
号
議
案
　
令
和
4
年
度
事
業
報
告

及
び
剰
余
金
処
分
案
に
関
す
る
件

□�

第
二
号
議
案
　
令
和
5
年
度
事
業
計
画

に
関
す
る
件

□�

第
三
号
議
案
　
令
和
5
年
度
に
お
け
る

借
入
金
の
最
高
限
度
に
関
す
る
件

□�

第
四
号
議
案
　
会
計
監
査
人
の
選
任
に

関
す
る
件

□�

第
五
号
議
案
　
令
和
5
年
度
に
お
け
る

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

□�

第
六
号
議
案
　
令
和
5
年
度
賦
課
金
の

徴
収
に
関
す
る
件

□�

第
七
号
議
案
　
出
資
配
当
金
を
増
資
に

充
当
す
る
件

提
出
さ
れ
た
全
七
議
案
と
も
原
案
通
り

承
認
さ
れ
、
総
代
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

第第
1818
回回    

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会

始
さ
れ
、
供
給
価
格
が
あ
る
程
度
抑
制
で
き
た
事
は
漁
業

経
営
に
対
す
る
大
き
な
支
え
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
共
は
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
水
産
業
の
競
争
力
強
化
と
所
得
向
上
に
取
組

む
た
め
の
「
漁
船
リ
ー
ス
事
業
」
や
「
機
器
導
入
対
策

事
業
」
に
加
え
て
、
水
産
業
成
長
産
業
化
沿
岸
地
域
創

出
事
業
（
所
謂
新
リ
ー
ス
事
業
）
を
積
極
的
に
活
用
推

進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
大
田
支
所
の
販
売

体
制
の
見
直
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、後
程
詳
細
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
が
、
朝
市
移
行
後
３
年
が
経
過
し
、
水
揚

高
・
魚
価
等
が
逐
年
向
上
計
画
通
り
推
移
し
て
、
機
動
的

な
操
業
体
制
と
販
売
体
制
が
確
立
さ
れ
た
事
は
関
係
各

位
の
ご
協
力
の
賜
で
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
島
根
県
か
ら
の
法
令
違
反
等
に
よ
る
改
善
命
令

に
つ
い
て
は
、
県
に
提
出
し
た
業
務
改
善
計
画
の
着
実

な
実
行
と
適
正
な
業
務
運
営
に
努
め
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
境
港
支
所
不
祥
事
案
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
皆

様
方
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
第
３
者
調

査
委
員
会
の
調
査
結
果
、
再
発
防
止
等
の
提
言
を
ふ
ま
え

た
管
理
責
任
を
履
行
、
作
成
し
た
不
祥
事
等
再
発
防
止
策

等
を
着
実
に
実
践
し
、
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
の
信
頼

回
復
に
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
組
合
経
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

よ
り
効
率
的
な
運
営
と
共
販
事
業
等
の
拡
大
に
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
だ
結
果
、
今
年
度
は
経
常
利
益

２
８
７
百
万
円
、
当
期
剰
余
金
２
５
１
百
万
円
を
計
上
、

剰
余
金
処
分
案
と
し
て
は
法
定
内
部
留
保
53
百
万
円
、

任
意
積
立
金
50
百
万
円
、出
資
配
当
金
31
百
万
円
、事
業

分
量
配
当
72
百
万
円
、
教
育
情
報
資
金
を
含
む
次
期
繰

越
剰
余
金
50
百
万
円
の
内
容
で
上
程
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
も
偏
に
組
合
員
各
位
及
び
関
係
各
機
関
の
ご
協
力
の

賜
で
あ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
本
総
代
会
に
は
令
和
４
年
度
決
算
及
び
令
和
５
年
度

事
業
計
画
等
諸
案
件
を
上
程
し
て
い
ま
す
の
で
、充
分
ご

審
議
の
う
え
原
案
ご
承
認
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
開
会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

第
18
回
通
常
総
代
会
挨
拶

代
表
理
事
会
長
　
岸
　
　
宏

　
開
会
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
第
18
回
通
常
総
代
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
総
代
皆
様
方
に
は
何
か
と
ご
多
繁
の
央
ご
出
席
を

賜
わ
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
漁
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
社
会
生
活
に

大
き
な
影
響
を
生
じ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も

年
度
末
に
は
新
規
感
染
者
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に

よ
り
、
各
種
事
業
活
動
が
復
活
し
水
産
物
の
消
費
・
販
売

に
も
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め
ま
し
た
。

　
一
方
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
起
因
す
る

国
際
状
況
の
悪
化
に
伴
う
原
油
市
況
の
上
昇
、
及
び
記

録
的
な
円
安
傾
向
は
物
価
、
燃
油
・
資
材
価
格
の
高
騰

等
を
招
来
し
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
本
県
漁
業
の
総
漁
獲
量
は

９
万
８
，０
０
０
ト
ン
、
総
生
産
額
は
１
７
７
億
円
と
マ

イ
ワ
シ
の
増
加
や
堅
調
な
魚
価
に
支
え
ら
れ
、
漁
獲
量

で
前
年
比
10
％
、
生
産
額
で
前
年
比
18
％
の
増
加
と
な

り
、共
販
事
業
取
扱
高
も
２
０
０
億
円
台
に
復
活
。
漁
業

種
類
別
で
も
旋
網
、
沖
底
、
小
底
、
定
置
等
が
前
年
を

上
回
り
明
る
い
兆
し
が
見
え
た
1
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
一
面
、
漁
業
生
産
コ
ス
ト
の
大
宗
を
占
め
る
燃
油
価
格

に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
原
油
市
況
の
逼
迫
に
よ
り
急
激

に
上
昇
し
年
間
を
通
じ
て
＠
90
／
L
～
＠
１
０
０
／
L
台

の
高
値
で
推
移
し
ま
し
た
が
、
激
変
緩
和
漁
業
経
営
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に
よ
る
燃
油
価
格
補
て
ん
が

全
期
間
で
発
動
す
る
と
共
に
、
本
年
１
月
か
ら
元
売
り
に

対
す
る
国
の
燃
油
価
格
激
変
緩
和
補
助
金
の
交
付
が
開

漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

第
18
回  

通
常
総
代
会ＪＦしまね　岸　宏 会長隠岐地区　大西寿春 議長
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令和4年度決算の概況は次のとおりです。
本組合事業にご協力賜りました組合員各位、関係者
の皆様に厚くお礼申し上げます。

損益計算書
□令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

（単位：円）

科　　目 金　　額

１ 事業総利益 1,791,650,598

信用事業総利益 175,675,837

共済事業総利益 27,741,286

購買事業総利益 471,628,782

販売事業総利益 1,161,716,320

製氷冷凍事業総利益 △ 
113,556,926

加工事業総利益 0

利用事業総利益 △ 12,536,130

漁業自営事業総利益 0

指導事業収支差額 80,981,424

無線事業収支差額 5

２ 事業管理費 1,644,288,543

⑴ 人件費 1,067,841,966

⑵ 旅費交通費 9,136,498

⑶ 業務費 54,118,691

⑷ 諸税負担金 58,156,020

⑸ 施設費 328,042,435

⑹ 減価償却費 108,776,128

⑺ 雑費 18,216,805

事業利益 147,362,055

３ 事業外収益 143,479,637

４ 事業外費用 12,222,405

経常利益 278,619,287

５ 特別利益 618,182

６ 特別損失 29,530,944

税引前当期利益 249,706,525

法人税・住民税及び事業税 7,416,000

法人税等調整額 △ 8,906,177

当期剰余金 251,196,702

土地再評価差額金取崩額 5,072,994

当期首繰越剰余金 558,400

当期未処分剰余金 256,828,096

貸借対照表
□令和5年3月31日現在

（単位：円）

資　　　産 負債及び純資産

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資産の部） （負債の部）
1 信用事業資産 36,042,475,399 1 信用事業負債 36,592,985,284

2 共済事業資産 1,386,463 2 共済事業負債 26,722,940

3 流動資産 2,040,547,886 3 流動負債 2,624,348,535

⑴ 経済事業未収金 1,739,042,934 ⑴ 経済事業未払金 2,281,108,108

⑵ 経済事業雑資産 50,952,877 ⑵ 経済事業雑負債 32,462,228

⑶ 棚卸資産 489,193,983 ⑶ 賦課金仮受金 34,002,024

⑷ その他の流動資産 54,377,836 ⑷ 未払法人税等 9,565,131

⑸ 貸倒引当金 △ 293,019,744 ⑸ その他の流動負債 267,211,044

4 固定資産 8,098,798,230 4 固定負債 962,123,046

⑴ 有形固定資産 4,025,645,981 ⑴ 長期借入金 369,400,000

減価償却資産 13,627,620,640 ⑵ リース債務 0

減価償却累計額 △ 
11,737,507,632 ⑶ 受入保証金 562,274,154

土地 2,135,532,973 ⑷ 出資預り金 30,448,892

⑵ 無形固定資産 1,898,548 5 諸引当金 1,669,684,415

⑶ 外部出資 4,066,623,274 ⑴ 賞与引当金 41,331,115

系統出資 3,566,703,990 ⑵ 退職給付引当金 1,556,554,300

系統外出資 479,747,780 ⑶ 役員退職慰労引当金 71,799,000

子会社等出資 20,171,504

⑷ その他の固定資産 614,663,911 6 繰延税金負債 124,169,663

⑸ 貸倒引当金 △ 610,033,484 7 再評価に係る繰延税金負債 17,402,006

負債の部合計 42,017,435,889

（純資産の部）
1 出資金 2,675,090,000

2 資本準備金 13,536,562

3 利益剰余金 1,561,539,904

⑴ 利益準備金 785,443,449

⑵ その他利益剰余金 776,096,455

　特別積立金 519,268,359

　当期未処分剰余金 256,828,096

　（うち当期剰余金） （251,196,702）

4 処分未済持分 △ 131,280,000

組合員資本合計 4,118,886,466

1 評価差額金 46,885,623

土地再評価差額金 45,511,970

その他証券評価差額金 1,373,653

純資産の部合計 4,165,772,089

資産の部合計 46,183,207,978 負債及び純資産の部合計 46,183,207,978

令和4年度　決算状況
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令
和
5
年
度　

  
事
業
計
画

令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
中
長
期
的

視
野
に
立
ち
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
反

省
を
真
摯
に
ふ
ま
え
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の

将
来
展
望
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
、
引
き
続
き
目
標
で
あ
る
「
組
合
員

所
得
の
向
上
」、「
担
い
手
育
成
」、「
販

売
事
業
改
革
」
の
実
現
の
た
め
、
国
の

水
産
業
成
長
産
業
化
沿
岸
地
域
創
出
事

業
及
び
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
支
援

事
業
等
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
本

県
漁
業
の
再
構
築
を
目
指
し
、
組
合
員
・

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
も
の

と
す
る
。

部
門
別
重
点
推
進
事
項

１
．
販
売
事
業

①
Ｊ
Ｆ
市
場
へ
の
組
合
員
全
出
荷
体
制

の
確
立
に
努
め
る
。

②
販
売
事
業
統
括
部
を
核
と
す
る
各
支

所
販
売
部
門
間
の
連
携
を
強
化
す
る
。

③
組
合
員
へ
の
市
況
等
の
情
報
周
知
と

出
荷
指
導
に
努
め
る
。

④
魚
食
普
及
・
魚
価
向
上
・
流
通
経
費
縮

減
対
策
へ
積
極
的
に
取
り
組
む
。

２
．
購
買
事
業

①
燃
油
価
格
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

②
漁
業
経
営
安
定
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

構
築
事
業
の
積
極
活
用
に
取
り
組
む
。

③
石
油
購
買
事
業
に
お
け
る
物
確
保
と

安
価
供
給
に
努
め
る
。

④
魚
箱
安
価
供
給
体
制
の
確
立
を
図
る
。

⑤
在
庫
管
理
の
徹
底
と
取
扱
品
目
の
見

直
し
を
行
う
。

３
．
信
用
事
業

①
貯
金
量
3
6
5
億
円
の
達
成
を
目
指
す
。

②
信
用
事
業
リ
ス
ク
体
制
整
備
と
自
己

資
本
比
率
向
上
を
図
る
。

③
漁
業
信
用
保
証
業
務
と
の
連
携
に
よ

る
漁
業
経
営
改
善
の
支
援
を
行
う
。

④
信
用
事
業
店
舗
の
再
編
整
備
を
行
う
。

４
．
共
済
事
業

①
共
済
事
業
推
進
検
討
委
員
会
・
共

水
連
と
の
連
携
に
よ
り
チ
ョ
コ
ー

28
億
4
千
万
円
、
く
ら
し
20
億
8
千
万

円
の
達
成
を
目
指
す
。

②
『
チ
ョ
コ
ー
』
は
、
万
一
の
場
合
な
ど

保
障
を
し
な
が
ら
貯
蓄
機
能
も
あ
る

Ｊ
Ｆ
共
済
を
代
表
す
る
長
期
の
生
命

共
済
で
あ
り
、
入
院
、
通
院
な
ど
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
保
障
が
選
択
で

き
る
共
済
で
あ
る
。
万
一
の
場
合
を
一

生
涯
に
わ
た
り
保
障
す
る
終
身
共
済

を
主
体
に
契
約
者
を
拡
大
し
保
有
高

の
伸
長
を
図
る
。

③
『
く
ら
し
』
は
、
貯
蓄
を
し
な
が
ら
建

物
や
家
財
な
ど
を
火
災
や
自
然
災
害

か
ら
守
る
総
合
的
な
補
償
で
、
満
期
時

の
満
期
共
済
金
に
よ
り
増
改
築
時
に

も
役
立
つ
。
万
一
の
自
然
災
害
の
損
害

に
対
し
て
も
安
心
で
き
る
補
償
提
供

を
目
的
に
加
入
者
の
拡
大
を
図
る
。

５
．
そ
の
他
の
事
業

①
冷
凍
冷
蔵
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
支
所

販
売
部
門
と
の
連
携
を
強
化
し
、
魚
価

の
安
定
と
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
境
港
冷
凍
冷
蔵
庫
を
核

と
す
る
恵
曇
・
浜
田
・
益
田
各
冷
凍
冷

蔵
庫
稼
働
率
向
上
と
輸
出
量
増
大
に

努
め
る
。

②
製
氷
事
業
に
つ
い
て
は
、
販
売
部
門
と

の
連
携
強
化
に
よ
る
稼
働
率
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
境
港
・
大
田
・
浜

田
製
氷
工
場
を
核
と
す
る
氷
供
給
体

制
を
構
築
す
る
。

③
利
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
施
設
の
利

用
率
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
組

合
員
の
利
便
性
を
最
大
限
に
考
え
た

統
廃
合
を
検
討
す
る
。

④
「
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
」
を
有
効

に
活
用
し
、
組
合
員
へ
の
気
象
情
報
及

び
海
上
防
災
情
報
、
漁
海
況
速
報
の
提

供
に
よ
る
海
難
事
故
の
未
然
防
止
と

操
業
効
率
の
向
上
に
努
め
る
。

⑤
指
導
事
業
に
つ
い
て
は
、
漁
政
対
策
活

動
と
し
て
の
水
産
基
本
政
策
、
県
農
林

水
産
計
画
に
基
づ
く
計
画
実
施
へ
の

対
応
、輸
入
水
産
物
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応

と
と
も
に
、
2
0
0
海
里
水
域
対
策
に

お
け
る
日
韓
協
定
・
暫
定
水
域
民
間
協

議
対
策
や
相
互
入
漁
条
件
交
渉
対
策
、

違
反
操
業
取
締
対
策
、
暫
定
水
域
・
Ｅ

Ｅ
Ｚ
に
お
け
る
韓
国
漁
船
対
策
、
竹
島

領
土
権
確
立
運
動
の
積
極
的
展
開
と

安
全
操
業
対
策
、
漁
場
機
能
回
復
管
理

協
力
事
業
「
海
底
清
掃
事
業
」
及
び
外

国
漁
船
被
害
救
済
支
援
事
業
「
監
視
活

動
」
の
円
滑
実
施
を
図
る
。
漁
業
振
興

対
策
と
し
て
の
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン

の
実
践
推
進
、
水
産
業
成
長
産
業
化
沿

岸
地
域
創
出
事
業
及
び
水
産
業
競
争

力
強
化
緊
急
事
業
の
活
用
に
よ
る
漁

船
リ
ー
ス
事
業
、
漁
具
リ
ー
ス
事
業
・

機
関
換
装
・
機
器
導
入
事
業
、
産
地
施

設
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
る
漁
業
構

造
改
革
の
推
進
、
担
い
手
・
後
継
者
育

成
対
策
や
繁
殖
保
護
・
漁
場
管
理
・
資

源
管
理
・
所
得
補
償
対
策
、
営
漁
指

導
、
生
産
・
販
売
流
通
対
策
、
遭
難
救

助
・
操
業
安
全
対
策
、
共
済
保
険
の
推

進
、
漁
業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る
計

画
の
実
施
等
を
行
う
。
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令
和
5
年
度
賦
課
金
の

徴
収
に
つ
い
て

総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
賦
課
金

の
徴
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

□
賦
課
金
の
金
額

正
組
合
員　

年
間
3
、0
0
0
円

准
組
合
員　

年
間
2
、0
0
0
円

J
F
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
賦
課

金
徴
収
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

□賦課金の金額
区　　分 年　　額

漁業種別賦課額
沖合底曳網（2そう曳1ヶ統） 216,000円
沖合底曳網（1そう曳） 108,000円
旋網（100t以上船1隻あたり） 100,000円
旋網（100t未満船1隻あたり） 搭載する無線機種別賦課金額とする。
無線機種別賦課額
27メガ　DSB　1W 16,800円
27メガ　SSB　25W 30,000円
40メガ　DSB　5W 30,000円
40メガ　DSB　5W（准加入） 36,000円

※無線機併設船については、高額な方の賦課額とする。

令和5年度主要事業取扱計画
□令和5年4月1日から令和6年3月31日

（単位：千円）

部　　門 金　　額

経

済

事

業

購 買 事 業
石 油 類 5,954,937 
資 材 類 763,367 

合 　 計 6,718,304 

販 売 事 業
受 託 販 売 取 扱 高 19,313,500 
買 取 販 売 2,179,438 

合 　 計 21,492,938 

冷 凍 冷 蔵 事 業
冷 凍 品 販 売 高 1,073,931 
保 管 料 169,323 

合 　 計 1,243,254 
製 氷 事 業 氷 供 給 高 453,493 
加 工 事 業 加 工 品 販 売 高 600 
利 用 事 業 受 入 利 用 料 73,931 

経 済 事 業 総 取 扱 高 29,982,520 

信 用 事 業
（ 平 均 残 高 ）

貯 金 36,420,000 
預 け 金 31,193,000 
貸 出 金 5,042,000 

共

済

事

業

長 期 共 済 保 有 高
普通厚生共済（チョコー） 22,000,000 
生活総合共済（くらし） 10,000,000 

合 　 計 32,000,000 
共 水 連 元 受 契
約 に 係 る も の ね ん き ん 22,000 

短 期 共 済 保 有 高

乗 組 員 厚 生 共
済（ ノ リ コ ー） 6,000,000 

火 災 共 済（ カ サ イ ） 22,000,000 
合 　 計 28,000,000 

令和5年度収支計画
□令和4年4月1日から令和5年3月31日  （単位：千円）

科　　目 金　　額
１．事業総利益 1,745,139  

〔信用事業総利益〕 177,026 
〔共済事業総利益〕 30,389 
〔購買事業総利益〕 444,740 
〔販売事業総利益〕 979,637 
〔買取販売事業総利益〕 101,532 
〔冷凍冷蔵事業総利益〕 △ 45,388
〔製氷事業総利益〕 39,675 
〔加工事業総利益〕 145 
〔利用事業総利益〕 △ 21,206
〔その他事業総利益〕 0 
〔無線事業総利益〕 △ 1,092
〔指導事業収支差額〕 39,681 

事業収益計 12,644,208 
事業直接費計 10,899,069 

２．事業管理費 1,653,259  
⑴ 人件費 1,051,060 

役員報酬 56,600 
給料手当 713,799 
傭 人 料 64,993 
法定福利費 145,251 
厚 生 費 8,564 
退職給付費用 54,373 
役員退任慰労引当金繰入 7,480 

⑵ 旅費交通費 16,186 
⑶ 業務費 74,980 

会 議 費 1,211 
接待交際費 120 
広告宣伝費 71 
通 信 費 28,441 
印刷消耗品費 17,064 
図書研修費 4,213 
支払報酬 23,860

⑷ 租税公課 41,304 
⑸ 負担金 16,909 
⑹ 施設費 345,218 

保守修繕費 56,669 
保 険 料 24,233 
水道光熱費 111,682 
賃 借 料 72,589 
消耗備品費 10,292 
車輌経費 39,555 
施設管理費 30,198 

⑺ 減価償却費 87,789 
⑻ 雑　費 19,813 

事 業 利 益 91,880  
３．事業外収益 116,912 
４．事業外費用 3,222 

経 常 利 益 205,570  
５．特別利益 0
６．特別損失 130

税引前当期剰余金 205,440 
法人税・住民税 7,416 
法人税等調整額 △ 9,052

当 期 剰 余 金 207,076 
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SCIPOT

去
る
11
月
10
日
、
島
根
県
民
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、
A
L
P
S
処
理
水
の
海
洋

放
出
に
伴
う
影
響
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
漁
業
者
支
援
事
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

説
明
会
は
県
内
の
各
業
種
別
団
体
長
、
県
関
係
者
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
各
支
所
長
ら
50
名

が
出
席
。
主
催
者
で
あ
る
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
岸
宏
代
表
理
事
会
長
、ま
た
経
済
産
業
省
の
松

永
明
参
与
の
挨
拶
に
続
き
、（
一
社
）
漁
業
経
営
安
定
化
推
進
協
会
の
沼
田
健
事
務
局

長
、緑
川
峻
太
課
長
代
理
よ
り
当
該
支
援
事
業
の
「
概
要
と
実
務
対
応
に
つ
い
て
」
説

明
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
活
発
な
質
疑
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
で
は
〈
省
燃
油
活
動
等
支

援
事
業
〉
及
び
〈
省
資
源
・
利
用

効
率
化
等
支
援
事
業
〉
に
つ
い

て
既
に
申
請
を
済
ま
せ
て
お
り
、

漁
安
協
等
の
検
証
の
後
、
第
三

者
委
員
会
に
よ
る
審
査
に
て
採

択
を
受
け
れ
ば
、
最
速
で
令
和

6
年
1
月
よ
り
事
業
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

去
る
9
月
13
日
、
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま

ね
岸
宏
代
表
理
事
会
長
と
中
島
謙
二
副
会

長
は
島
根
県
庁
を
訪
れ
、丸
山
知
事
に
対
し
本
県

漁
業
の
再
構
築
を
目
指
し
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ

る
漁
業
・
漁
村
と
な
る
よ
う
諸
施
策
を
要
望
し
ま

し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
漁
業
の
構
造
改
革
及
び
水
産
物
の
高
品

質
化
に
つ
い
て

⑴
漁
業
の
構
造
改
革
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

●
漁
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、操
業

コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
省
エ
ネ
・
省
力
化

に
繋
が
る
機
器
や
漁
具
等
の
導
入
に
対

し
て
県
か
ら
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

●
引
き
続
き
漁
船
リ
ー
ス
事
業
や
漁
具
リ

ー
ス
事
業
に
よ
る
漁
船
や
漁
具
の
整
備

に
対
す
る
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

●
特
に
浜
田
地
域
沖
合
底
び
き
網
漁
船
建

造
に
対
す
る
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

⑵
殺
菌
冷
海
水
装
置
の
設
置
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て

●
殺
菌
冷
海
水
装
置
の
設
置
に
あ
た
り
、国

の
補
助
事
業
が
円
滑
に
活
用
で
き
る
よ

う
配
慮
い
た
だ
く
と
と
も
に
県
か
ら
の

支
援
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

２
漁
業
就
業
者
対
策
に
つ
い
て

⑴
自
営
漁
業
の
就
業
者
確
保
対
策

●
自
営
漁
業
の
就
業
者
の
確
保
対
策
に
つ

い
て
、引
き
続
き
県
の
重
点
事
項
と
し
て

取
組
を
お
願
い
し
た
い
。

⑵
企
業
的
漁
業
の
就
業
者
確
保
対
策

●
企
業
的
漁
業
の
乗
組
員
の
確
保
対
策
に

つ
い
て
、当
組
合
が
行
う
島
根
県
漁
業
就

業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
の
活
動
支
援

の
ほ
か
、合
同
企
業
説
明
会
の
開
催
な
ど

就
業
者
確
保
の
取
組
に
つ
い
て
必
要
な

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

３
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

⑴
漁
場（
魚
礁
や
増
殖
場
等
）の
整
備
に
つ
い
て

●
効
率
的
な
操
業
が
可
能
と
な
る
場
所
に

魚
礁
・
増
殖
場
を
設
置
す
る
等
、
沿
岸

漁
業
の
実
態
に
即
し
た
計
画
的
な
整
備

を
お
願
い
し
た
い
。

●
藻
場
減
少
が
進
む
地
区
に
お
い
て
、
そ

の
原
因
を
解
明
し
、
藻
場
の
造
成
な
ど

有
効
な
藻
場
対
策
に
つ
い
て
早
期
に
検

討
し
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。

●
国
が
事
業
主
体
と
し
て
実
施
す
る
隠
岐

海
峡
東
部
へ
の
新
た
な
マ
ウ
ン
ド
礁
設

置
の
早
期
実
現
に
向
け
て
国
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

⑵
漁
港
の
整
備
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

●
本
県
の
漁
業
生
産
の
安
定
化
の
た
め
、

拠
点
と
な
っ
て
い
る
漁
港
（
和
江
、
西

郷
、
浦
郷
）
に
つ
い
て
、
不
足
す
る
係

留
施
設
や
外
郭
施
設
等
を
整
備
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

A
L
P
S

A
L
P
S
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う

処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う

影
響
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

影
響
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

漁
業
者
支
援
事
業
説
明
会
開
催

漁
業
者
支
援
事
業
説
明
会
開
催

要望書を丸山知事（写真左）に手渡す岸会長（写真右）
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水
産
業
振
興
支
援
施
策
を

水
産
業
振
興
支
援
施
策
を

丸
山
知
事
へ
要
望

丸
山
知
事
へ
要
望

令
和
六
年
度
県
予
算



【
漁
船
リ
ー
ス
事
業
】

・
進
　
　
水
　
令
和
5
年
11
月

・
船
　
　
名
　
第
二
十
二
事
代
丸

・
使
用
者
　
有
限
会
社
事
代
丸

・
漁
業
種
類
　
中
型
ま
き
網
漁
業

（
運
搬
船
）

・
主
た
る
根
拠
地
　

　
島
根
県
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

・
船
　
　
質
　
鋼

・
総
ト
ン
数
　
2
9
3
ト
ン

・
推
進
機
関
　
ジ
ー
ゼ
ル
　

2
2
0
6
kw

【
も
う
か
る
漁
業
創
設
支
援
事
業
】

・
登
　
　
録
　
令
和
5
年
7
月

・
船
　
　
名

第
十
一
あ
け
ぼ
の
丸

（
第
1
種
漁
船
）

第
十
二
あ
け
ぼ
の
丸

（
第
2
種
漁
船
）

・
所
有
者
　

　
株
式
会
社
浜
田
あ
け
ぼ
の
水
産

・
漁
業
種
類
　沖
合
底
び
き
網
漁
業

以
西
底
び
き
網
漁
業

（
二
艘
曳
）

・
主
た
る
根
拠
地
　島
根
県
浜
田
市

・
船
　
　
質
　
鋼

・
総
ト
ン
数
（
隻
）　
1
2
0
ト
ン

・
推
進
機
関
（
隻
）
ジ
ー
ゼ
ル
7
3
6
kw

新
造
漁
船
進
水

こ
の
ほ
ど
「
漁
船
リ
ー
ス
事
業

（
水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊

急
支
援
事
業
）」
並
び
に
「
も
う
か

る
漁
業
創
設
支
援
事
業
」
に
よ
り
、

新
造
漁
船
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。海

上
安
全
の
も
と
、浜
を
先
導
す
る
担

い
手
と
し
て
、今
後
益
々
の
大
漁
と

一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
ご
利
用
の
お
す
す
め

其
の
壱
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
24

時
間
使
え
ま
す

其
の
弐
窓
口
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
か
な
く
て
も
振
込
や
残
高

照
会
が
で
き
ま
す

其
の
参
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
大
切
な
情
報
を
守
り
、

不
正
利
用
を
防
止

其
の
肆
Ｉ
Ｄ
/
パ
ス
ワ
ー
ド
入
力
で
の
ロ
グ
イ
ン
機
能

に
加
え
、生
体
認
証
で
の
ロ
グ
イ
ン
が
可
能
で
す

其
の
伍
振
込・振
替
手
数
料
が
窓
口
扱
い
よ
り
大
変
お
得

で
す

其
の
睦
ご
利
用
手
数
料
は
無
料
で
す

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
信
用
窓
口
ま
た
は
左
記
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新人職員紹介
①
向
上
心
を
持
っ
て
努
力

す
る

②
ド
ラ
マ
鑑
賞

③
何
事
に
も
全
力
で
頑
張
り

ま
す

①
実
験
、
試
作

②
料
理
、
勉
強

③
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
つ

つ
、
で
き
る
こ
と
を
全
力

で
取
り
組
み
ま
す

①
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ

②
散
歩

③
地
元
や
組
合
員
の
方
々
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

①
一
攫
千
金

②
貯
金

③
感
恩
報
謝
を
モ
ッ
ト
ー
に
組
合
員
の
皆

様
の
所
得
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

◯氏名　◯配属先
①好きな言葉　②趣味　③ひとこと

瀬戸　竜之介
本所総務部経理課

植木　俊太
松江魚市場総務部総務
課兼販売部販売二課

広江　いずき
本所総務部総務企画
課兼購買部購買課

松本　逸希
指導部漁政課

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
信
用
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
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皆様からのご意見やご
感想、ひとこと随想、ま
た漁村に関する話題な
どお待ちしています。郵
便、メール、ファックス
などでお寄せください。

　本年度、待望の新人職員4名を迎えることとなりました。
颯爽とした風が吹いておりますが、次代のJFしまねを担
う組織人としてキラリ輝け！　心よりエールを送ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Y）
本誌のバックナンバーをPDFにてホームページで公開しています。

【 JFしまねWEBサイト 】
http://www.jf-shimane.or.jp/akarui.html

E-mail shidou@jf-shimane.or.jp  FAX  0852-27-6130

〒690-0007 島根県松江市御手船場町575番地
 漁業協同組合JFしまね「明るい漁村」係

編 集 後 記

編
集
兼
発
行
人  

漁
業
協
同
組
合
JF
し
ま
ね

［
印
刷
所  （
株
）谷
口
印
刷
］

TEL 
0
8
5
2-

2
1-

0
0
0
1（
代
）    
FAX 
0
8
5
2-

2
7-

6
1
3
0    

〒
6
9
0-

0
0
0
7 
島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
5
7
5

発
行

日
  令

和
5年

12月
9日

発
行

第185
号

第
43
回

島
根
県
海
の
子
絵
画
展
開
催
！

　
去
る
10
月
13
日
㈮
、
島
根
県

水
産
会
館
に
お
い
て
、
第
43
回

島
根
県
海
の
子
絵
画
展
の
審
査

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
画
展
は
小
学
校
児
童

を
対
象
に
、
絵
画
を
通
じ
て
島

根
の
海
や
沢
山
の
魚
ま
た
漁
業

に
対
し
、
よ
り
一
層
深
い
関
心

を
持
っ
て
親
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
年
は
県
内
47
の
小
学

校
か
ら
3
7
1
作
品
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
審
査
会
の
結
果
、
最
優
秀
賞

の
島
根
県
知
事
賞
に
、
出
雲
市

立
四
絡
小
学
校
1
年
森
山
時
季

く
ん
、
益
田
市
立
益
田
小
学
校

3
年
中
島
光
麗
さ
ん
、
松
江
市

立
川
津
小
学
校
6
年
松
本
深

優
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
島
根
県
知
事
賞
の
3
作
品
は

東
京
で
開
催
さ
れ
る
第
46
回
全

国
海
の
子
絵
画
展
へ
出
展
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
入
賞
作
品
は
次

の
通
り
。

受
賞
一
覧

　魚釣りの楽しさ、そしてその気
持ちにも負けないほどの大きなア
ジを画面いっぱいに表現してい
る。子どもらしい大胆な発想と、
素直な感性で色調豊かに描かれ
たこの作品は、私たちの心に大き
く感動を呼ぶ素晴らしいものにな
っている。

　これはなんと素晴らしい。しじみが画面いっぱい
に、しかも一つひとつが丁寧に色調をよく考え、まる
でそのしじみがこの船の上で動いているかのような
表現となっている。しじみ漁は朝早くから出掛けるよ
うだが、特に朝日が輝くその様子が表現された、ま
さに知事賞に相応しい作品である。

　釣った魚や緑の島、海の青、揺
れる影など自然のあるがままを、美
しい色調表現をふんだんに使って
描いている点が素晴らしい。おじさ
んの仕事に関心をもって描いてお
り、淡 と々仕事をこなすおじさんの
表情から、われわれも船員の一人
であるかのような臨場感をもたら
す作品となっている。

低学年の部

高学年の部

中学年の部

出雲市立四絡小学校 1年
森山時季
画題「大きなアジつり」

松江市立川津小学校 6年
松本深優
画題「しじみ漁」

益田市立益田小学校 3年
中島光麗
画題「りょうしのおじさん」 農

林
中
央
金
庫
賞
（
3
名
）

雲
南
市
立
木
次
小
学
校
　
1
年
　
錦
織
光
斗

　
「
お
さ
か
な
つ
っ
た
よ
」

松
江
市
立
津
田
小
学
校
　
4
年
　
陶
山
碧
彩

　
「
大
芦
漁
港
」

出
雲
市
立
四
絡
小
学
校
　
6
年
　
鎌
田
絆
愛

　
「
田
儀
の
海
」

山
陰
中
央
新
報
社
賞
（
3
名
）

海
士
町
立
福
井
小
学
校
　
2
年
　
大
内
一
平

　
「
あ
ま
の
夏
休
み
」

出
雲
市
立
湖
陵
小
学
校
　
4
年
　
飯
島
陽
葵

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
船
」

出
雲
市
立
平
田
小
学
校
　
6
年
　
廣
野
遥
香

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
船
と
海
」

漁
業
協
同
組
合

JF
し
ま
ね
会
長
賞
（
6
名
）

出
雲
市
立
湖
陵
小
学
校
　
1
年
　
中
尾
彩
乃

　
「
花
火
が
う
つ
っ
た
海
」

海
士
町
立
福
井
小
学
校
　
2
年
　
寺
田
陽
太

　
「
う
わ
ぁ
、
大
き
な
魚
だ
」

出
雲
市
立
北
陽
小
学
校
　
3
年
　
⻆⻆
田
美
彩

　
「
き
れ
い
な
海
」

松
江
市
立
島
根
小
学
校
　
4
年
　
梶
野
心
晴

　
「
島
根
町
の
あ
み
仕
事
」

益
田
市
立
安
田
小
学
校
　
6
年
　
大
賀
一
颯

　
「
僕
の
守
り
た
い
海
」

出
雲
市
立
北
陽
小
学
校
　
6
年
　
川
上
蒼
太

　
「
漁
港
の
漁
船
」

佳
作
（
18
名
）

浜
田
市
立
国
府
小
学
校
　
1
年
　
岩
谷
颯
士

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
さ
か
な
あ
り
が
と
う
」

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
義
務
教
育
学
校
　

1
年
　
田
中
杏
奈

　
「
う
み
で
あ
そ
ん
で
た
の
し
か
っ
た
よ
」

出
雲
市
立
大
社
小
学
校
　
　
2
年
　
村
上
　
明

　
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
さ
か
な
」

出
雲
市
立
国
富
小
学
校
　
　
1
年
　
黒
崎
楓
夏

　
「
う
み
の
な
か
」

出
雲
市
立
中
部
小
学
校
　
　
2
年
　
浅
山
結
菜

　
「
漁
船
」

出
雲
市
立
大
社
小
学
校
　
　
1
年
　
糸
原
百
笑

　
「
ひ
の
み
さ
き
と
う
だ
い
に
い
っ
た
よ
」

松
江
市
立
出
雲
郷
小
学
校
　
4
年
　
多
久
和
寿
々
花

　
「
フ
ェ
リ
ー
か
ら
見
た
瀬
戸
内
海
の
島
々
」

出
雲
市
立
大
社
小
学
校
　
　
4
年
　
三
原
桜
祐

　
「
ひ
の
み
さ
き
で
は
じ
め
て
の
つ
り
を
し
た
よ
」

出
雲
市
立
四
絡
小
学
校
　
　
4
年
　
山
室
明
日
花

　
「
大
田
の
海
の
波
が
か
か
る
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
」

松
江
市
立
揖
屋
小
学
校
　
　
4
年
　
松
浦
莉
子

　
「
楽
し
い
海
」

出
雲
市
立
国
富
小
学
校
　
　
4
年
　
小
村
時
生

　
「
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
よ
」

出
雲
市
立
国
富
小
学
校
　
　
3
年
　
影
山
　
縁

　
「
海
の
中
の
生
き
物
」

松
江
市
立
城
北
小
学
校
　
　
6
年
　
小
野
莉
子

　
「
海
」

出
雲
市
立
平
田
小
学
校
　
　
6
年
　
曽
田
翔
亜

　
「
つ
り
」

出
雲
市
立
長
浜
小
学
校
　
　
5
年
　
石
川
詠
菜

　
「
お
い
し
い
シ
ジ
ミ
を
あ
り
が
と
う
」

出
雲
市
立
北
陽
小
学
校
　
　
6
年
　
山
本
萌
百
花

　
「
海
と
心
」

出
雲
市
立
大
社
小
学
校
　
　
6
年
　
須
谷
美
玖

　
「
こ
ん
に
ち
は
海
」

雲
南
市
立
木
次
小
学
校
　
　
6
年
　
玉
利
栞
菜

　
「
海
の
絵
」

温かい真心に感謝
※漁船海難遺児を励ます島根県地方協
議会へご寄付頂いた方々のご芳名を
掲載し、厚くお礼申し上げます。

【募金・香典返し】
　福本秀人
　島根県沿岸漁業振興課
　日本漁船保険組合島根県支所
　全国合同漁業共済組合島根県事務所
　全国共済水産業協同組合連合会
　　島根県事務所
　全国漁業信用基金協会島根支所
　ＪＦしまね美保関支所　
　ＪＦしまね平田支所
　ＪＦしまね大社支所　　
　ＪＦしまね浜田支所
　ＪＦしまね境港支所

◎
魚
や
漁
業
に
触
れ
て
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で

い
る
様
子
、ま
た
漁
業
と

い
う
仕
事
に
興
味
を
持

っ
て
描
い
た
で
あ
ろ
う
子

供
た
ち
の
気
持
ち
が
画

面
を
通
し
て
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
だ
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
想
像

力
を
も
っ
て
、
色
調
鮮
や

か
に
描
か
れ
た
作
品
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
漁
業
に
明

る
い
未
来
を
も
た
ら
す

で
あ
ろ
う
、そ
ん
な
力
作

ば
か
り
だ
っ
た
。

◎
な
に
よ
り
こ
の
機
会
に
子

ど
も
た
ち
が
絵
心
を
も

っ
て
、
絵
を
描
く
楽
し
み

や
喜
び
を
感
じ
た
こ
と

が
と
て
も
よ
い
こ
と
だ

と
思
う
。参
加
さ
れ
た
学

校
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
、

ま
た
関
係
す
る
方
々
の

熱
意
に
感
謝
す
る
。
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